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１．はじめに 

 

米国での研究を行なうにあたって、研究面・生活面それぞれどのような点で苦労しているのかを

明らかにするため、米国の大学に所属している日本人研究者に対面インタビューを実施すること

とした。 

 

 

２．在米日本人研究者への聞き取り調査 

 

２－１．調査手法 

 

計６問の質問を設定し、計４人の研究者（表１の A～D）にインタビュー形式で聞き取り調査を

行った。 

 

表１：調査協力者一覧 

 

 身分 機関種別 分野 雇用形態 性別 同 伴

家族 

渡米時期 回答 

年月日 

A 研究員 総合大学 工学 JSPS 海外特

別研究員 

男 あり 2015.7 2/18/2016 

B 研究員 総合大学 工学 JSPS 海外特

別研究員 

男 あり 2014.4 2/22/2016 

C 研究員 総合大学 工学 JSPS 海外特

別研究員 

男 なし 2013.4 2/23/2016 

D 研究員 総合大学 人文学 所属大学（日

本）の在外研究

制度 

男 あり 2015.4 2/24/2016 
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２－２．調査結果 

 

以下に質問事項と回答を記載する。 

 

１）受入研究者と知り合った経緯と、現在の所属先を選んだ理由 

 

A：当初、面識はなかったが、受入研究者の論文を読み連絡をとることにした。自分の研究分野

で著名かつ年齢が若いため直接指導が受けられるのではないかと考えた。年配で高名すぎる

研究者であると、あまり直接の指導が期待できない可能性があると思った。 

B：学会で知り合った。また、日本で所属していた研究室の教授（受入研究者と以前より面識あ

り）にも紹介してもらった。 

C：受入研究者のことはまったく知らなかったが、とにかく海外で研究をしたい気持ちがあり、

自分の研究分野であれば特に受入れ先にこだわりはなかったため、当時、受入研究者のもと

で研究していた知人の日本人研究者に勧められて決めた。海外で研究することを選んだ理由

としては、日本で所属していた研究室の教授の海外志向の影響を受けたことと、周囲の有名

な研究者の多くが留学経験を有していることから、自分も留学が必要だと考えた。 

D：日本で所属していた大学の同僚に受入研究者を紹介してもらった。 

 

２）受入機関内に、外国人研究者の受入れに特化した部署はあるか 

 

A：一括的に全学の外国人学生・研究者向けにサービスを提供している部署があり、住居の探し

方、ビザ関係の手続きや生活情報を知ることができる。他には、学部に専任の担当者がおり、

こちらは各個人の細かい手続き等を担当している。受入れ体制は非常にしっかり整っている

印象を持っている。 

B：上記 A と同様である。一般的に、こちらの事務職員は外国人研究者の受入れに慣れているよ

うに感じる。ただ、それぞれの事務員に得意不得意があるようである。 

C：上記 A と同様である。 

D：受入研究室の担当者（専任の職員ではない）が細々とした事務手続きを担当してくれた。 

 

３）渡航前後に各種手続き等について 

 

○渡航直後の宿舎手配、旅行手配、情報収集 

 

A：赴任先の地域に住んだことがある知人に情報をもらい、自分で行なった。 

B：すべて自分で行なった。 

C：同じ研究室に所属する日本人に相談しながら自分で手続きを進めた。 

D：すべて自分で行なった。 
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○各種加入手続き（銀行口座開設、健康保険加入、携帯電話、インターネット契約） 

 

A：自分で行なった。学内の手続きについては学部の担当者に確認しながら進めた。保険につい

ては、受入機関が提供しているポスドク向けの保険（費用の 95％を大学が負担し、残り 5％
を加入者が負担。家族も加入できる）に加入した。苦労した点は、こちらの大学は全般的に

手続きに時間を要するため、上記の保険に加入するまで１ヶ月半かかった。 

B：すべて自分で行なった。保険は受入機関のポスドク向け保険に加入。 

C：上記 B と同様。 

D：すべて自分で行なった。保険については日本で加入した海外保険。子供の学校関係の手続き

は特に大変だった。 

 

○日常生活の相談 

 

A：周囲の日本人研究者に相談している。特に事務手続きに関して相談することが多い。こちら

は手続きにかかる時間が日本と段違いに長く、進捗状況がどうなっているのか不安になるこ

とが多々ある。例えば、受入れ研究者から給与を少し補填してくれるという話があったが、

実際に補填されるまでの手続きに約半年かかった。 

B：研究室内または知人の日本人研究者に相談している。 

C：（志向が似ているため）基本的に日本人に相談している。やはり同じ日本人だと相談しやすい。 

D：親しい日本人研究者に相談している。 

 

４）外国人研究者として研究生活を立ち上げるにあたって不便を感じた点や、支援体制に関する

要望 

 

A：自分の研究費があればもっとよかったと思う。海外の機関に所属していると科研費に申し込

むことができない。一部、科学技術振興機構（以下、JST）の「さきがけ」は応募可能だが、

民間の助成についても多くの場合、日本国内での所属が必要である。JSPS 海外特別研究員の

場合、２年間は受入れ研究室の予算で研究を行なうこととなるので、研究室の方針で決めら

れた研究以外に自分のやりたい研究ができない。また、JST の JREC-IN Portal（研究者向け

の公募情報サイト）のような、日本に帰国したあとの就職について情報提供があればよいと

思う。特に JSPS 海外特別研究員や JSPS 特別研究員の研究期間が終わった若い研究者向け

の公募情報があると大変有難いと思う。 

B：言語の違い以外では特にない。研究室内には自分だけでなく様々な国籍を持つ研究者が所属

しているので、研究面で特段困難に感じたことはない。ただ、事務組織側の体制が日本と異

なり、自分で担当者を探す必要がある。依頼先を誤ると、仕事がそこで止まっていることも

ある。事務組織として誰が所属していて、誰が何を担当しているのかがわからないので、そ

れを把握するまで時間がかかった。 
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C：まず言語の違いに苦労した。次に住居を探すのには本当に苦労した。また、始めは治安のよ

くない地域がどこなのか分からなかった。 

D：過去に英語圏に留学した経験はあったが、学会発表の原稿を英語で書くのに苦労した。同じ

研究室の院生に相談しながら執筆した。ただ、資料に関しては大学の図書館に行けば日本以

上に充実しているので、その点はまったく不便を感じない。 

 

５）日本と米国の研究生活・日常生活について、どのような違いを感じるか 

 

A：研究の内容はほとんど日本と変わりない。ポスドクの身分では研究することが前提なので、

日本と米国であまり違いはないと思う。ただ、米国の大学には多数のポスドクが所属してい

るので、同じ境遇の者が圧倒的に多く、なにかと相談しやすいと感じる。また、現在所属す

る大学にはポスドクの労働組合がある。ポスドク向け保険についても組合が大学との団体交

渉を行い実現したものである。 

B：こちらは研究施設や研究装置が共用（大学が施設、装置を購入し、使用者が定められた使用

料を支払う）なので実験の自由度が低い。実験に使用できる材料や使用できる時間帯に制限

があったり、装置を使い始める前に講習を受け、筆記・口頭試験に合格する必要がある。試

験は２、３ヶ月に１回しか実施されないものもあるため、実際に使用できるようになるまで

半年から１年ほど要することもある。 

C：日本では師弟制度がしっかりしているので、教授はポスドク、学生等が成長するために何が

必要かをよく考えてくれている。しかし、こちらの教授はポスドクを雇用してやっている、

という意識が強いように感じる。また、自分で使用できる研究費がなく、100ドルの物品を購

入するのにさえ、本当に必要かどうか確認される。さらに、こちらの研究者は非常に時間に

ルーズであり、そのため仕事がスムーズに進まないことが多い。同じ研究室内に３名の日本

人がいたが、日本人同士だと真面目に仕事をするため非常にスムーズに進む。個人的には、

日本の方が研究する環境が良いと感じている。 

D：日本では管理職であったため、校務に追われあまり研究に時間を割くことができなかったが、

米国での１年間は研究に集中することができた。一般的に、日本では教員は雑務で忙しく、

研究する時間が少なくなる傾向があり、改善する必要があると思う。こちらの教員は基本的

に教育・研究に関する仕事に時間を割き、日本のように事務的な仕事を教員が行なうことは

少ない。教員が教育と研究にきちんと集中できるシステムになっている。 

 

６）在米日本人研究者等のネットワークに参加しているか 

 

A：日本人研究者のネットワークに参加し、月１回勉強会を行なっている。それ以外は個人的な

友人関係のみ。生活の立ち上げの際、周りに同じ年代で相談できる人がいてとても助かった。

日本に帰国したあとも、似た境遇の研究者が多いので就職等についても相談できると思う。 

B：日本人研究者のネットワークに参加し、月１回勉強会を行なっている。 

C：日本人研究者のネットワークに参加し、月１回勉強会を行なっている。他にも、出身大学の
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同窓生の会など様々な日本人ネットワークに参加している。研究でなにか困ったときに助け

てくれるのは日本人であることが多い。一般的に、こちらの研究者は打算的に行動している

ように感じる。自身の具体的な例では、良い論文が書けた途端に態度が好意的になったこと

があった。日本人研究者の場合は、そのようなことは少ないと思う。また、こちらでは日本

で知り合うよりは結束が固くなる気がする。 

D：個人的な友人との交流のみで、特に作られたネットワークには参加していない。 

 

 

３．調査を終えて 

 

今回は限られた地域に住む４名のみの調査であり、米国全体の状況を把握できるものではないが、

対面インタビューを行なったことにより多くの情報を得る事ができた。外国人研究者を受け入れ

るうえで、相談窓口となる担当者の情報や生活情報の提供がスムーズな研究生活の立ち上げに重

要であることがわかった。 
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